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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成23年9月8日(2011.9.8)

【公表番号】特表2010-534576(P2010-534576A)
【公表日】平成22年11月11日(2010.11.11)
【年通号数】公開・登録公報2010-045
【出願番号】特願2010-518328(P2010-518328)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  27/32     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/28     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  61/06     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  65/40     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  81/24     (2006.01)
   Ｂ６５Ｄ  30/02     (2006.01)
   Ｂ２９Ｋ  29/00     (2006.01)
   Ｂ２９Ｌ   7/00     (2006.01)
   Ｂ２９Ｌ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ  27/32    １０１　
   Ｂ３２Ｂ  27/28    １０１　
   Ｂ２９Ｃ  61/06    　　　　
   Ｂ６５Ｄ  65/40    　　　Ｄ
   Ｂ６５Ｄ  81/24    　　　Ｄ
   Ｂ６５Ｄ  30/02    　　　　
   Ｂ２９Ｋ  29:00    　　　　
   Ｂ２９Ｌ   7:00    　　　　
   Ｂ２９Ｌ   9:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年7月22日(2011.7.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ）エチレンとＣ3－Ｃ8α，β－エチレン性不飽和カルボン酸とのコポリマー、前記コ
ポリマーのアイオノマー、ポリエステル、およびそれらのブレンドからなる群から選択さ
れるポリマーを含む構造層と、
　Ｂ）エチレンビニルアセテートコポリマー、エチレンアルキルアクリレートコポリマー
、エチレンアルキルメタクリレートコポリマー、ポリエチレン、およびそれらのブレンド
からなる群から選択されるポリマーを含むヒートシール層と、
　Ｃ）少なくとも１つのエチレンビニルアルコールコポリマーを含むガスバリア層であっ
て、前記エチレンビニルアルコールコポリマーが、ポリマー鎖中に存在する約２～約８モ
ル％の１，２グリコール構造単位を有し、前記構造層と前記ヒートシール層との間に配置
されるガスバリア層と
を含む多層延伸熱収縮性フィルムであって、
前記フィルムが、少なくとも１分間８５℃の温度への前記フィルムの初期暴露時にその元
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のサイズよりも少なくとも２５％小さいサイズに収縮することができることを特徴とする
、多層延伸熱収縮性フィルム。
【請求項２】
　Ａ）エチレンとＣ3－Ｃ8α，β－エチレン性不飽和カルボン酸とのコポリマー、前記コ
ポリマーのアイオノマー、ポリエステル、およびそれらのブレンドからなる群から選択さ
れるポリマーを含む構造層と、
　Ｂ）エチレンビニルアセテートコポリマー、エチレンアルキルアクリレートコポリマー
、エチレンアルキルメタクリレートコポリマー、ポリエチレン、およびそれらのブレンド
からなる群から選択されるポリマーを含むヒートシール層と、
　Ｃ）少なくとも１つのエチレンビニルアルコールコポリマーを含むガスバリア層であっ
て、前記構造層と前記ヒートシール層との間に配置されるガスバリア層と
を含む、延伸多層フィルムを含む収縮バッグであって、
前記フィルムが、少なくとも１分間８５℃の温度への前記フィルムの初期暴露時にその元
のサイズよりも少なくとも２５％小さいサイズに収縮することができることを特徴とする
、収縮バッグ。
【請求項３】
　請求項１に記載の多層フィルムから形成された物品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０６】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表５

　次に、本発明の態様を示す。
1.　Ａ）エチレンとＣ3－Ｃ8α，β－エチレン性不飽和カルボン酸とのコポリマー、前記
コポリマーのアイオノマー、ポリエステル、およびそれらのブレンドからなる群から選択
されるポリマーを含む構造層と、
　Ｂ）エチレンビニルアセテートコポリマー、エチレンアルキルアクリレートコポリマー
、エチレンアルキルメタクリレートコポリマー、ポリエチレン、およびそれらのブレンド
からなる群から選択されるポリマーを含むヒートシール層と、
　Ｃ）少なくとも１つのエチレンビニルアルコールコポリマーを含むガスバリア層であっ
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て、前記エチレンビニルアルコールコポリマーが、ポリマー鎖中に存在する約２～約８モ
ル％の１，２グリコール構造単位を有し、前記構造層と前記ヒートシール層との間に配置
されるガスバリア層と
を含む多層延伸熱収縮性フィルムであって、
前記フィルムが、少なくとも１分間８５℃の温度への前記フィルムの初期暴露時にその元
のサイズよりも少なくとも２５％小さいサイズに収縮することができることを特徴とする
、多層延伸熱収縮性フィルム。
2.　二軸延伸される、上記１に記載の多層熱収縮性フィルム。
3.　前記Ｃ3－Ｃ8α，β－エチレン性不飽和カルボン酸がアクリル酸またはメタクリル酸
である、上記１に記載の多層熱収縮性フィルム。
4.　エチレンとＣ3－Ｃ8α，β－エチレン性不飽和カルボン酸との前記コポリマーが、少
なくとも１つの他のコモノマーの共重合単位をさらに含む、上記１に記載の多層熱収縮性
フィルム。
5.　前記構造層が、エチレンとＣ3－Ｃ8α，β－エチレン性不飽和カルボン酸とのコポリ
マーのアイオノマーを含む、上記１に記載の多層熱収縮性フィルム。
6.　前記構造層がポリエステルを含む、上記１に記載の多層熱収縮性フィルム。
7.　前記構造層がアイオノマーを含む、上記１に記載の多層熱収縮性フィルム。
8.　前記ヒートシール層がエチレンビニルアセテートコポリマーを含む、上記１に記載の
多層熱収縮性フィルム。
9.　前記ヒートシール層が、エチレンアルキルアクリレートコポリマーおよびエチレンア
ルキルメタクリレートコポリマーからなる群から選択されるコポリマーを含む、上記１に
記載の多層熱収縮性フィルム。
10.　前記ヒートシール層がポリエチレンを含む、上記１に記載の多層熱収縮性フィルム
。
11.　１）ａ）無水物改質ポリマー、ｂ）エチレンと、Ｃ4－Ｃ8不飽和無水物、少なくと
も２個のカルボン酸基を有するＣ4－Ｃ8不飽和酸のモノエステル、少なくとも２個のカル
ボン酸基を有するＣ4－Ｃ8不飽和酸のジエステルからなる群から選択されるコモノマーと
の共重合単位を含むコポリマーおよびｃ）それらの混合物からなる群から選択される少な
くとも１つの官能化ポリマー成分と、
　２）エチレンと、ビニルアセテート、アルキルアクリレート、アルキルメタクリレート
およびそれらの混合物（前記アルキル基が１～１０個の炭素原子を有する）からなる群か
ら選択されるコモノマーとの共重合単位を含む、前記官能化ポリマー成分と化学的に異な
るエチレンコポリマーと、場合により、
　３）粘着付与剤樹脂と
を含む、接着剤層をさらに含む上記１に記載の多層熱収縮性フィルム。
12.　二軸延伸される、上記１１に記載の多層熱収縮性フィルム。
13.　付加的な層を含む、上記１に記載の多層熱収縮性フィルム。
14.　前記付加的な層の少なくとも１つがタイ層である、上記１１に記載の多層熱収縮性
フィルム。
15.　チューブの形態の上記１に記載の多層熱収縮性フィルム。
16.　前記構造層が前記ガスバリア層に隣接および接触している、上記１に記載の多層熱
収縮性フィルム。
17.　前記ヒートシール層が前記ガスバリア層に隣接および接触している、上記１に記載
の多層熱収縮性フィルム。
18.　Ａ）エチレンとＣ3－Ｃ8α，β－エチレン性不飽和カルボン酸とのコポリマー、前
記コポリマーのアイオノマー、ポリエステル、およびそれらのブレンドからなる群から選
択されるポリマーを含む構造層と、
　Ｂ）エチレンビニルアセテートコポリマー、エチレンアルキルアクリレートコポリマー
、エチレンアルキルメタクリレートコポリマー、ポリエチレン、およびそれらのブレンド
からなる群から選択されるポリマーを含むヒートシール層と、
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　Ｃ）少なくとも１つのエチレンビニルアルコールコポリマーを含むガスバリア層であっ
て、前記構造層と前記ヒートシール層との間に配置されるガスバリア層と
を含む、延伸多層フィルムを含む収縮バッグであって、
前記フィルムが、少なくとも１分間８５℃の温度への前記フィルムの初期暴露時にその元
のサイズよりも少なくとも２５％小さいサイズに収縮することができることを特徴とする
、収縮バッグ。
19.　前記構造層がエチレンとＣ3－Ｃ8α，β－エチレン性不飽和カルボン酸とのコポリ
マーを含み、前記酸がアクリル酸またはメタクリル酸である、上記１８に記載の収縮バッ
グ。
20.　前記構造層がエチレンとＣ3－Ｃ8α，β－エチレン性不飽和カルボン酸とのコポリ
マーのアイオノマーを含む、上記１８に記載の収縮バッグ。
21.　前記構造層がポリエステルを含む、上記１８に記載の収縮バッグ。
22.　１）ａ）無水物改質ポリマー、ｂ）エチレンと、Ｃ4－Ｃ8不飽和無水物、少なくと
も２個のカルボン酸基を有するＣ4－Ｃ8不飽和酸のモノエステル、少なくとも２個のカル
ボン酸基を有するＣ4－Ｃ8不飽和酸のジエステルからなる群から選択されるコモノマーと
の共重合単位を含むコポリマーおよびｃ）それらの混合物からなる群から選択される少な
くとも１つの官能化ポリマー成分と、
　２）エチレンと、ビニルアセテート、アルキルアクリレート、アルキルメタクリレート
およびそれらの混合物（前記アルキル基が１～１０個の炭素原子を有する）からなる群か
ら選択されるコモノマーとの共重合単位を含む、前記官能化ポリマー成分と化学的に異な
るエチレンコポリマーと、場合により
　３）粘着付与剤樹脂と
を含む、接着剤層をさらに含む上記１８に記載の収縮バッグ。
23.　前記エチレンビニルアルコールポリマーが、ポリマー鎖中に存在する約２～約８モ
ル％の１，２グリコール構造単位を有する、上記１８に記載の収縮バッグ。
24.　前記多層フィルムが付加的な層を含む、上記１８に記載の収縮バッグ。
25.　前記多層フィルムが二軸延伸フィルムである、上記１８に記載の収縮バッグ。
26.　上記１に記載の多層フィルムから形成された物品。
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